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アナログ報告書とデジタル報告書
その確執と勝敗のゆくえ

東海大学文学部 北條芳隆



デジタル書籍元年？



１.  大学考古学教室の現状

研究室に寄贈されてくる「報告書」の収納場所

図書館の飽和状態



東海大学文学部考古学資料室の現状



東海大学文学部考古学実習室の現状



東海大学文学部考古学実習室前
地下ピロティの現状

物理的な収容可能量を既に超えている



２.  変わらぬ報告書への欲求

発掘調査で偶然出土した類例不明な遺物や
遺構の判断を迫られたとき

〆切りの迫る原稿執筆時に、手元に持たない
報告書をすぐに見たいとき

管理者側の視点と利用者側の視点の交錯



３.  報告書の作り手側にこそ
浸透したデジタル化

写真・図版類の完全デジタル化の確立過程

DTPソフトで報告書の版下を製作するため、印
刷以前に、すでにPDFが完成した状態

作製コスト面での比類なきメリット

詳細な調査データの開示が可能





ロットリングを捨てた経緯
原図を印刷所でスキャナ
ー読み取りになったこと

どんなに丁寧にトレースし
ても線のコントラストは

消える



すべてイラストレーターでトレース



複雑な重ね合わせも
簡単で綺麗











３.  報告書の作り手側にこそ
浸透したデジタル化

写真・図版類の完全デジタル化の確立過程

DTPソフトで報告書の版下を製作するため、印
刷以前に、すでにPDFが完成した状態

作製コスト面での比類なきメリット

詳細な調査データの開示が可能



８の倍数ページごと
にカラーページを割
り付ける煩わしさ



トレースはイラストレーター
での

デジトレを推奨中



傍らで同僚は丸ペンでのトレースを指導中
（しかも厳しい） 教育方針の交錯



４.  ネット上への公開が容易
である、というメリット

報告書を簡単に閲覧可能になる

ＰＤＦ報告書をそのまま掲載可能

専門分野の異なる研究者・市民からの反応









５.  デジタル化への反作用

CDPOM版「報告書」には手が伸びな不思議

今後増加すると思われる「誤字・脱字」

紙媒体の書籍・報告書に愛着をもつ研究者層



紙のぬくもり、作り手には得も言えぬ達成感



そうは言っても、ここまでになると辛い



６．現在の学生諸君にみる
デジタル化への傾斜

レポートや卒業論文をウェブからコピー・ペースト
する学生の増加

電子辞書の急速な普及（高校の授業でも推奨）

本文をゴチック体で書く学生の増加

i pad （電子書籍端末）は今後確実に普及する兆
し

若い世代はデジタル化にまったく抵抗感がない



7．結論

報告書のデジタル化は管理者側の眼からみて不
可欠であり、作り手側の眼からみても必然性をもつ

報告書に盛り込まれる情報量と情報の質が変わる
可能性を秘める（新たな可能性への追求が可能）

でも、私自身はあまり進んでは読まないかもしれな
い

現生人類の中年以上には反作用が多く、私たちが
淘汰されたとき、真の明るい未来がくる



終わり


